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イルについて､ 本学紀要を含めて５回にわたり報告してきた１)､ ２)､ ３)､ ４)､ ５)｡ 日本の女子学生の
ファッション意識とライフスタイルについては､ 文化学園ファッションリソースセンターが行っ




プルに’､ ‘かわいく’､ ‘さりげなく’が主として支持されるのに対して､ イタリアでは
‘個性的に’､ ‘女らしく’､ ‘シンプルに’が､ フランスでは‘ナチュラルに’､ ‘シンプ
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｢小遣い・洋服代｣､ ｢購入ブランド・ショップ｣､ ｢意識しているファッションイメージ｣､ ｢自
分のファッションは何を参考にして決めているか｣､ ｢よく見るファッション雑誌は何か｣､ ｢ファッ
ションに関する考えと行動様式｣､ ｢生活の興味ある分野についての関心度・実践度｣ である｡












査を実施した｡ 調査用紙送付人数 (実数) は9709人､ 回答者数は2328人で回答率は24％であっ
た｡ 回答者の住居地は表２のように､ 兵庫県が87％ (神戸市32％) を占めた｡ 日本女性につい
ての調査という意味では住居地に偏りがあるが､ ここでは集計結果が日本女性の平均値を表す
ものと仮定した｡
なお､ ここでは調査した全データを､ 学生､ 20－24歳､ 25－29歳､ 30－34歳､ 35－39歳､ 40－






調査項目については､ (１～14) に記載した｡ この内､ 年齢 (１)､ １ヶ月
平均の洋服などの使用金額 (５)､ １ヶ月平均の小遣い (６)､ およびアイテムを購入する
ときに出してもよいと思う金額 (７) の各設問については直接記入方式で､ 身長と服のサイ
ズ (２)､ 収入の有無・家族との同居・家族数 (３)､ 居住形態 (４)､ 意識しているファッ
ションイメージ (８)､ 自分のファッションは何を参考にして決めているか (10)､ よく見
るファッション雑誌は何か (11)､ 最近１年間に購入したブランド・ショップは何か (12)､
および憧れブランドは何か (13) の各設問については､ あらかじめ提示した項目より複数回
答可の選択方式および自由記入方式の併用で回答を求めた｡
ファッションに関する考えと行動様式 (９) については､ 36の設問を用いて ｢全くそうで
ある・どちらかといえばそうである・あまりそう思わない・そう思わない｣ の中から１つ選ぶ
選択方式で回答を求めた｡ また､ ファッションを含めたライフスタイルの中での関心度 (意識)





















































































そ の 他 86 0	9％
合 計 9884 100％
神 戸 市 3155 31	9％
＊調査用紙を送付した人数
表１ 調査対象者
学科・卒業年 卒業生数 実 数＊２ 回答者数
家 政 学 科
1973～1991
5041 3238 662
生 活 学 科
1992～2010
4849 3658 859






















なお､ 前報 ｢日欧の女子学生のファッション意識とライフスタイル｣ の‘生活の興味ある活
動分野の関心度と実践度’のデータに記載ミスがあり､ お詫びするとともにここにあらためて
追加・訂正したデータを加えて比較検討を行った｡
なお､ 今回の報告では､ 家族との同居・家族数 (３)､ 居住形態 (４) については省略
し､ またファッションに関する考えと行動様式 (９) については次回に因子分析を含めて報
告を行う｡
３. 結果と考察








学 生 20－24歳 25－29歳 30－34歳
人 数 144 158 309 383
年 齢 193 221 273 325
身 長 (㎝) 1575 1585 1591 1587
ト ッ プ ス (号) 90 88 90 90
ボ ト ム ス (号) 92 90 92 92
＊身 長 (㎝) 1587 (19歳) 1584 1589 1588
＊体 重 (㎏) 516 (19歳) 507 508 514
35－39歳 40－44歳 45－49歳 50－56歳
人 数 456 415 391 213
年 齢 368 419 472 523
身 長 (㎝) 1592 1585 1587 1577
ト ッ プ ス (号) 94 96 100 100
ボ ト ム ス (号) 96 98 100 104
＊身 長 (㎝) 1586 1581 1574 1564 (50－54歳)







表４に１ヶ月平均の小遣い､ 洋服代､ 化粧品代､ 飲食代､ 通信費および収入の有無を示す｡
小遣いは､ 20－24歳の￥63300を頂点として25－29歳が２位で￥54000､ 学生が３位で￥
47400と20代が他の年代に比べて多く､ 30－34歳の￥40000から35歳以降は￥30000台に減少







未婚 66％ 既婚 34％ 平 均 未婚 42％ 既婚 58％ 平 均
小 遣 い ￥47400 ￥65800 ￥30700 ￥54000 ￥65700 ￥20900 ￥40000
洋 服 代 ￥22200 ￥23500 ￥13900 ￥20100 ￥21700 ￥10400 ￥15300
化 粧 品 ￥6300 ￥8700 ￥6100 ￥7700 ￥8100 ￥5000 ￥6300
飲 食 代 ￥13800 ￥14800 ￥10000 ￥13100 ￥16500 ￥7500 ￥11200
通 信 費 ￥11400 ￥9900 ￥8200 ￥9300 ￥8300 ￥6100 ￥7000




未婚 42％ 既婚 58％ 平 均 未婚 24％ 既婚 76％ 平 均
小 遣 い ￥63300 ￥65200 ￥22600 ￥31900 ￥57400 ￥24000 ￥30800
洋 服 代 ￥22500 ￥19700 ￥9200 ￥11900 ￥16600 ￥10200 ￥11600
化 粧 品 ￥8100 ￥8700 ￥5300 ￥6200 ￥9000 ￥5800 ￥6400
飲 食 代 ￥15300 ￥13500 ￥7500 ￥9100 ￥15100 ￥8000 ￥9300
通 信 費 ￥10300 ￥7100 ￥5500 ￥6000 ￥8200 ￥5600 ￥6100
収 入 有 84％ － － 72％ － － 68％
45－49歳 50－56歳
未婚 19％ 既婚 81％ 平 均 未婚 12％ 既婚 88％ 平 均
小 遣 い ￥63700 ￥27800 ￥33600 ￥42900 ￥34600 ￥36600
洋 服 代 ￥17000 ￥10700 ￥11800 ￥14600 ￥13000 ￥13500
化 粧 品 ￥8500 ￥5900 ￥6400 ￥8700 ￥6400 ￥6700
飲 食 代 ￥12900 ￥7200 ￥8200 ￥10800 ￥8800 ￥9100
通 信 費 ￥7000 ￥5000 ￥5300 ￥5000 ￥4900 ￥5000
















化粧品代 (未婚者) に関しては､ 20－24歳を含めて￥8000～￥9000と年齢によらずほぼ一
定である｡ 既婚者の化粧品代に関しては､ 未婚者に比べて約￥3000低く､ これも低いなりに
ほぼ一定している｡ なお､ 学生については￥6300と既婚者に近い額である｡
飲食代 (未婚者) に関しては､ 学生､ 20－24歳を含めて44歳までは￥14000～￥16000で､
45歳以降では￥2000～￥4000ほど低くなる｡ 既婚者に関しては､ つきあいなどの機会が減る
のか未婚者に比べて30～50％低くなり､ 大きな差が生じる｡
通信費に関しては､ 学生が￥11400､ 20－24歳が￥10300と他の年代より高く､ 最も使って
いる年代である｡ 未婚者に関しては､ 25－29歳の￥9900を最高にそれ以後の年代では￥7000
～￥8000で､ 50代では￥5000と一番低くなる｡ 既婚者においてもほぼ同様で､ 25－29歳の￥
8200を最高にそれ以後の年代では￥5000～￥6000である｡
総じて20代が他の年代に比べて小遣い､ 洋服代､ 化粧品代､ 飲食代､ 通信費が高く､ 小遣い
の多くを洋服代､ 化粧品代､ 飲食代､ 通信費に消費していることがわかる｡ 未婚者については､
20代から40代まで小遣いは同程度に多いが､ 洋服にかけるお金は徐々に減っていく傾向にある｡
学生の小遣いは未婚者に比べて￥20000ほど低いが洋服に使う金額は多く､ また通信費が最も
多いことから友達づきあいが盛んであるものと思われる｡ 既婚者については､ 小遣い､ 洋服代､
化粧品代､ 飲食代､ 通信費のすべてが未婚者に比べて低く､ 特に30代から40代の年代では家計
負担の影響が大きいといえる｡
なお､ 25歳以降50代まで収入有の回答が60から70％あり､ この数値は毎年度の総務省統計局
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る傾向があることがわかる｡ これは､ コートのような高額アイテムに顕著に表れ､ ジャケット
やワンピースにもその傾向が見られる｡















































































































































































































































































































































































































































































































































































表７は ｢自分のファッションは何を参考にして決めているか｣ について示したもので､ すで
に報告しているように､ 日本の女子学生についてはファッションリソースセンターが行った




の支持率が54％となり､ “自分で決める”の57％に首位の座を明け渡す｡ 以後､ 35－39歳では
“ファッション雑誌”の支持率は40％台になって､ 51％の“ディスプレイ”に２位の座を明け





し､ 35－39歳から40－44歳では60％台に､ 45－49歳から50代では70％に達する｡ イタリアの学
生の場合は“自分で決める”が70～80％､ フランスの学生の場合は約90％と日本の50代よりも















































































































































































































































































































































































































































































































































､ ､ 		､ 
､ は､ かわいいお嬢様風ファッション､ いわゆる
‘ギャル系’のファッションを卒業した‘お姉系’と称される雑誌で大学生に人気がある｡
はと女子大生を主なターゲットにしているが､ ギャル系よりであるので学生に




％の支持がある｡ と 小悪魔は‘ギャル系’の雑誌で､ 学生にはそれぞれ23
％と13％と支持されている｡
支持率が20％には達しないが､  ､ !､ 
､ ､ 	"は“カジュアル






ている｡ 同じ出版会社の  $は #と同じ年代層をターゲットにしているが､ より
カジュアルなファッションを扱っており､ この調査では25－29歳で14％と最もよく読まれてい
る｡




学生と20－24歳を比較すると､ 20－24歳では を除いて や 小悪魔
などの‘ギャル系’の雑誌は下位になり､ 代わりに 		や の‘お姉系’の雑誌

































系’のファッションとライフスタイルの情報誌で､ 40－44歳で32％ (１位)､ 45－49歳で35％
(１位) と40代では他の雑誌を凌いで圧倒的に読まれている｡ これは雑誌のコンセプトをアラ
フォー (40歳前後) を中心に絞った構成が成功したものと考えられる｡




49歳から50代の年齢層に10％以上､ 特に50代では“家庭画報”は26％ (１位) とよく読まれて












なる｡ 30代以降では､ 雑誌を参考にする人が50％台から40％台､ 30％台へと徐々に少なくなっ
ていき､ ディスプレイを見て自分で判断する人の方が多くなる｡ 30代対象の雑誌はキャリア向
け､ 主婦向けというようにターゲットが明確になり､ 流行・トレンドを追うよりもこの年代に
相応しい上品なアイテムを扱うようになる｡ 20代の や40代の 	のような特別な
場合を除いては他を圧倒する雑誌はなく､ いくつかの雑誌が横並びの状態である｡
３. ６ よく買うブランド・ショップおよび憧れブランド







､ ､ の海外ブランドが､ また30代以降の年代では､
 	､ !､ "#などの海外ブランドが上位にランクされる｡
さらに､ 元々ニューヨークのデザイナーブランドで､ 現在ファーストリテイリングが子会社
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































セレクトショップの 15) は､ ｢新しい日本の生活文化の規範となる価値観を創
造し続ける集団｣ を企業理念に､ ｢ファッション好奇心旺盛で､ 上品で上質なものを嗜好する
大人の男女に向けて｣ という主張で､ 30－34歳の19％を最高に25－29歳から40代まで広範囲の
年代で10％以上購入され､ 支持率が高い｡
同じくセレクトショップの 16) は､ ｢モノを通して文化をつくる“カルチャーショッ















順位７位と支持されている｡ これも 		や  などのファッション雑誌の影響が
大きいと考えられる｡ ただ､ 学生や25－29歳の年代では購入率が10％に達していない｡
“組曲”は25－29歳から50代までの広範な年代で購入されおり､ 特に35－39歳で22％ (４位)､
40－44歳で21％ (３位)､ 45－49歳で22％ (２位) と上位にランクされ､ 50代においても14％
















以上より､ 憧れブランドについては全年代を通じて ､ 	､ 	､ 
などの海外高級ブランドが圧倒的に支持され､ あらためて日本女性の高級ブランド好きが確認
された｡ 購入ブランドについては､ 全年代を通じて低価格のカジュアルブランドである











その関心度 (欲求度：意識) については､ ｢１関心がある｣､ ｢２やや関心がある｣､ ｢３あまり
関心がない｣､ ｢４関心がない｣ の４つの中のどれを選択したかの割合 (％) を､ 同様に実践度
(満足度：行動) については ｢１積極的に行っている｣､ ｢２やや積極的に行っている｣､ ｢３あ
まり行っていない｣､ ｢４行っていない｣ の４つの中のどれを選択したかの割合 (％) を表10に
示す｡
関心度 (％) と実践度 (％) の単純集計ではわかりにくいので､ それぞれの回答からクロス
集計を行い､ $	+,-	*($,-) により表11に示すように ｢関心度｣､ ｢実践度｣､
｢不足度｣ を算出した｡ その算出方法を表12に示す｡
｢関心度｣ の数値は､ ｢関心がある｣､ ｢やや関心がある｣､ ｢あまり関心がない｣､ ｢関心がな
い｣ のそれぞれの尺度得点に､ 同様に ｢実践度｣ の数値は ｢積極的に行っている｣､ ｢やや積極
的に行っている｣､ ｢あまり行っていない｣､ ｢行っていない｣ のそれぞれの尺度得点に､ ４､ ３､


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高値が４､ 最低値が１である｡ その差が ｢不足度 (不満足度)｣ で､ この数値が大きいほど不
満度が高いことになる｡ ｢不足度｣ を議論する際は､ 30以上の高い ｢関心度｣ の項目について






























関心がある 11 12 13 14
やや関心がある 21 22 23 24
あまり関心がない 31 32 33 34























































るが､ 20代以降の関心度は32～34と高くなり､ 各年代の順位は年齢とともに上がり､ 40代以
降では１位となる｡ 実践度についても予想通りで20代では23と低く､ それ以降の年代では27





















とになる｡ 多くの項目と同様に年齢とともに関心度､ 実践度は低下していき､ 40代以降50代ま





度､ 実践度はそれぞれ33､ 32なので不満はまったくない｡ 20－24歳では就職する人が増加す







“アウトドア”への関心度は､ 学生の30を最高に20代では28～29､ 30代では26～27､ 40－







なる｡ 不足度も学生の05が最低で､ 年齢とともに徐々に上昇するが､ 30代以降は08～09とほ




である｡ 実践度は20代で24を最高にそれ以降の年代では19～20に低下する｡ その結果､ 不足
度はすべての年代にわたって大きな差はなく04～06である｡ 今回フランスのデータも示した
が､ 関心度､ 実践度がともに30と高く､ したがって不足度は０となって明らかに欧米との文
化の差があることがわかる｡
“通信販売”への関心度は､ 25－29歳から45－49歳の年代では27～28で､ 20－24歳と50代


















ある｡ その結果､ 不足度は全年代にわたって大きな差はなく04～05である｡ 全体として“ス
ポーツ観戦”に関心を抱く人はそれほど多くはなく､ 実践する人には大きな不満はないといえ
る｡
























先ず､ 表11日本 (2003年) と今回の学生の結果を比較する｡ 関心度については30以上
の高い関心度の項目をみると､ 両方ですべて一致しており､ 03ポイント以上の差がある項目
はない｡ 今回新たに追加した“音楽”､ “国内旅行”の項目を除く上位の４位までには､ “ファッ
ション”､ “携帯電話”､ “美容”､ “恋愛”が入り､ 順位は違うが関心度に大きな変化はな
いといえる｡ 実践度についても25以上の項目でみると､ “携帯電話”､ “ファッション”､
“アルバイト”､ “美容”､ “恋愛”､ “インターネット”､ “映画”と同じ項目が入る｡ こ
の結果､ 不足度についても上位の項目は同じで､ “海外旅行”､ “ダイエット”､ “英会話”､
“アウトドア”､ “インテリア”が並ぶ｡ 明らかに差がある項目は“恋愛”である｡ すなわち､
今回の学生の関心度､ 実践度がそれぞれ34､ 30に対して2003年の関心度､ 実践度がそれぞれ
36､ 26であることから､ 不足度がそれぞれ04と10となり､ 06ポイントという大きな差が生
じる｡ ５年という年月がもたらした時代の変化の影響があるのか､ あるいは山手の学生に起因
する問題かは明白ではないが恋愛により積極的な人が増えていることはいえるだろう｡
表11イタリア (2003年) の調査対象者は､ ファッション系専門学校と一般の大学の女子学
生である｡ 関心度が30以上の項目を見ると､ “恋愛”､ “ファッション”､ “海外旅行”､




順位が10位までの項目の中で日本の10位までに入る項目は､ “携帯電話”､ “美容”､ “ファッ
ション”､ “恋愛”､ “映画”､ “インターネット”で､ 日本では10位までにも入らない項目







い｡ 一方､ イタリアでは不足度順位が10位までの項目の内､ “海外旅行”が08､ “健康管理”
と“恋愛”が07､ “ファッション”､ “スポーツ”､ “映画”が05と日本に比べると不満が
少ない｡ この結果､ イタリアの学生の方が積極的に実践しているので不満がより少ないといえ
る｡






タとほぼ同じで､ “海外旅行”､ “インターネット”､ “恋愛”､ “映画”､ “携帯電話”､
“アウトドア”､ “美容”などへの関心が高い｡ この内“インターネット”､ “携帯電話”､
“映画”､ “恋愛”､ “美容”は実践度が高いので､ 不足度は05以下であまり不満がない｡
“海外旅行”についてはやや実践度が低いので､ 結局不足度が09と高く､ 順位の１位となっ




表11フランス (2008年) の調査対象者はファッション系専門学校生のみである｡ 関心度が
上位の項目を見ると､ “洋服の制作”を除いて日本の学生とほぼ同様の項目が並ぶ｡ フランス
の上位５位までの項目の中で“ファッション”､ “恋愛”､ “海外旅行”､ “映画”､ “携帯
電話”は関心度が36以上と高く､ 同様に日本においてもそれらの関心度は33以上と高い｡ 日
本と相違が見られるのは“インテリア”と“インターネット”で､ フランスの関心度はそれぞ
れ36､ 35であり､ 日本より05ポイント高い｡ 逆に､ 日本では“ダイエット”の関心度が34で､
フランスの22より11ポイントも高い｡ イタリアにおいても“ダイエット”への関心度は高く
はなかったので日本に比べて西欧ではダイエットを気にする人が少ないといえる｡ フランスの





践度の高さのために､ 不足度の上位１～３位は“海外旅行”､ “英会話”､ “インテリア”で
その値はいずれも05という低さであった｡ この結果､ フランスはイタリアよりさらに不満が
少ないということになり､ 日本の不満の多さが目立つ結果となった｡
以上より､ 学生から50代までの日本女性の活動分野25項目の中で､ その ｢関心度｣ が28以
上の項目で共通するのは､ “ファッション”､ “美容”､ “国内旅行”､ “ダイエット”､
“料理”､ “健康管理”､ “インテリア”､ “映画鑑賞”､ “海外旅行”､ “音楽”の10項目









れるが､ 年齢とともに不満が減少し､ 30代以降ではほとんど不満がなくなる｡ また､ 調査項目
の中ですべての年代に共通してあまり関心を持たれず､ 実践もされない項目は､ “洋服の制作”､
“英会話”､ “ゴルフ”の３項目である｡
また､ 日本､ イタリア､ フランスの女子学生についてその活動分野20項目の中で､ “ファッ
ション”を除いて ｢関心度｣ が30以上で共通する項目は､ “海外旅行”､ “恋愛”､ “映画”､
“携帯電話”､ “美容”､ “インターネット”の６項目である｡ この中で日本に不満が多いの




１) 日本女性の ｢ファッションイメージ｣ は､ 全年代に共通して“シンプルに”､ “ナチュラ
ルに”､ “上品に”､ “女らしく”であり､ “かわいく”は30代までの若い年代では重要
なファッションイメージである｡
２) ｢自分のファッションは何を参考にして決めているか｣ については､ “ファッション雑誌”
が学生 (80％) から20代後半 (60％) まで１位で､ 以後“自分で決める”が30－34歳では
１位 (57％) になり､ 50代において76％と最高の支持率になる｡ “ファッション雑誌”の
支持率は年齢とともに低下するが､ 50代においても20％が参考にしていることからファッ
ションの情報源として重要である｡
３) ｢よく見るファッション雑誌｣ については､ 学生から20－24歳の年代ではと女子大生
を主なターゲットにしている の支持率が40％台で圧倒的な１位で､ 以下､ 25－29
歳では向けキャリア系の 	
(31％) が､ 30－34歳では同じく 	
(26％)
が､ 35－39歳では主婦向けカジュアル系の (19％) が､ 40－44歳では主婦向けカ
ジュアル系の (32％) が､ 45－49歳では同じく (35％) が､ 50代では




り､ 未婚者については約６万円､ 既婚者については２万円から３万円である｡ また､ 学生
の小遣いは４万円台で､ 50代は平均して３万円台である｡ 洋服代は学生を含めて20代から
30代までの未婚者については約２万円であるが､ 年齢とともに徐々に減っていく｡ 既婚者
の洋服代は約１万円である｡ 既婚者の ｢小遣い､ 洋服代､ 化粧品代､ 飲食代､ 通信費｣ の
すべてが未婚者に比べて低く､ 特に30代から40代の年代では家計負担の影響が大きい｡






他の年代と比べると明らかに低価格のものを購入し､ 50代はジーパン､ Ｔシャツ､ バッグ・
カバン､ 靴を除いたアイテムについて最も高価格のものを購入する｡ 50代を除いた25歳以




６) ｢憧れブランド｣ については全年代を通じて 	､ 
	､ 	､ 	な
どの海外の高級ブランドが圧倒的に支持され､ 日本女性の高級ブランド好きであることが
確認できた｡ ｢購入ブランド・ショップ｣ については､ 全年代を通じて低価格のカジュア
ルブランドである 	や 	が他を圧倒していること､ 一方で 	など
の高級ブランドについては憧れだけではなく購入する層がいること､ またセレクトショッ
プの 	や 	の品揃えに反応する層が年代を問わずにいることや､ 20
代の 	､  	や 
	､ 25－29歳から30代の !"#	あるいは30代
から40代の“組曲”や $!%	のように ｢ファッションイメージ｣ を反映したブランド
に共感する層がいることなどがわかった｡
７) ｢生活の興味ある活動分野の関心度と実践度｣ の25項目の中で､ すべての年代に共通して
高い関心がある項目は､ “海外旅行”､ “国内旅行”､ “ダイエット”､ “インテリア”､
“美容”､ “健康管理”､ “映画鑑賞”､ “ファッション”､ “音楽”､ “料理”の10項
目であり､ その内､ 実践できない理由で不満が多いのは“海外旅行”､ “国内旅行”､
“ダイエット”､ “インテリア”の４項目で､ 不満が少ないのは“美容”､ “健康管理”､
“映画鑑賞”の３項目である｡ “ファッション”と“音楽”については20代では不満が少
ないが､ 30代以降の年代では中程度に不満がある｡ また､ “料理”に関しては学生に不満
が見られるが､ 年齢とともに不満が減少し30代以降ではほとんど不満がなくなる｡ 日本､
イタリア､ フランスの女子学生について３国に共通して関心が高いのは､ “海外旅行”､
“恋愛”､ “映画”､ “携帯電話”､ “美容”､ “インターネット”の６項目であり､ こ











１) 廣田勘治, 渡辺卓也, 小谷利子, 和田真由美, 石井冨久；イタリア女子学生のファッションに関す
る意識と実態調査, 第15回東海支部繊維研究会要旨集, 名古屋, 3334 (2001)
２) 廣田勘治, 小谷利子, 石井冨久；イタリアの女子学生のファッション意識とライフスタイルに関す
る調査研究, 日本衣服学会誌, 48, 1, 3544 (2004)
３) 廣田勘治, 小谷利子, 石井冨久；イタリアの女子学生のファッション意識とライフスタイル, 神戸
山手短期大学紀要, 47, 2344 (2004)
４) 廣田勘治, 小谷利子, 石井冨久；イタリアの女子学生のファッション意識とライフスタイル, 神
戸山手短期大学紀要, 49, 941 (2006)
５) 廣田勘治, 小谷利子, 石井冨久；日欧の女子学生のファッション意識とライフスタイル, 神戸山手
短期大学紀要, 52, 135 (2009)
６) ファッションリソースセンター編；ファッション及びライフスタイルに関する意識と実態調査報告
書, 2001年度版, 文化学園 (2001)
７) ファッションリソースセンター編；ファッション及びライフスタイルに関する意識と実態調査報告
書, 2002年度版, 文化学園 (2002)
８) 文化・服装総合研究所編；ファッション及びライフスタイルに関する意識と実態調査報告書, 2003
年度版, 文化女子大学 (2003)
９) 文部科学省；平成19年度体力・運動能力調査, 年齢別体格測定 (2007)
10) 経済産業省；人間特性基盤整備事業, 	
 2004－2006 (2007)









14) 大越明彦；日本及び日本人, 鳥影社 (2005)
高橋克典；ブランドビジネス, 中公新書ラクレ (2007)
15) 丸木伊参；ユナイテッドアローズ 心に響くサービス, 日本経済新聞出版社 (2007)
16) 川島蓉子；ビームス戦略, +研究所 (2004)













Ⅰ. 回答は該当する番号に○印をつけるか､ ( ) の中に記入して下さい｡
Ⅱ. 下線のことばに注意して下さい｡
１ヶ月平均､ 一つ選んで番号に○印､ 複数回答可 など
[あなた自身についてお伺いします]
１. 現在あなたの年齢は何歳ですか｡ ( ) 歳
２. あなたのサイズについて､ 実数を記入､ または○印をつけて下さい｡
	. 身長 ( ) ㎝

. 洋服のトップス
１. ３号 ２. ５号 ３. ７号 ４. ９号 ５. 11号 ６. 13号
７. 15号 ８. その他 ( )
. 洋服のボトムス
１. ３号 ２. ５号 ３. ７号 ４. ９号 ５. 11号 ６. 13号
７. 15号 ８. その他 ( )
３. あなた自身の収入の有無､ また家族数 (あなたを含めた数) を教えて下さい｡
１. 未婚 → 就労による収入 ( あり ・ なし )
. 一人暮らし . 同居家族 ( ) 人
２. 既婚 → 就労による収入 ( あり ・ なし ) 同居家族 ( ) 人
４. あなたの居住形態について､ あてはまるものに１つだけ○をつけて下さい｡
１. 一戸建て ２. マンション (持ち家) ３. マンション (賃貸)





５. 最近１年間で､ １ヶ月平均の使用金額 (あなた１人分) はどのくらいですか｡ 実数を記入して下
さい｡
１. 洋服代 １ヶ月平均で ( ) 万 ( ) 千円くらい
２. 化粧品 １ヶ月平均で ( ) 万 ( ) 千円くらい
３. 外での飲食代 １ヶ月平均で ( ) 万 ( ) 千円くらい
４. 携帯電話など通信費 １ヶ月平均で ( ) 万 ( ) 千円くらい
６. １ヶ月平均で自由に使えるお金 (小遣い) はどのくらいですか｡ 実数を記入して下さい｡
１ヶ月平均で ( ) 万 ( ) 千円くらい
７. 次のそれぞれのアイテムを購入するときに､ 出しても良いと思う金額を記入して下さい｡
１. ジャケット ( ) 万 ( ) 千円くらい
２. スカート ( ) 万 ( ) 千円くらい
３. パンツ ( ) 万 ( ) 千円くらい
４. ジーパン ( ) 万 ( ) 千円くらい
５. Ｔシャツ ( ) 万 ( ) 千円くらい
６. ワンピース ( ) 万 ( ) 千円くらい
７. ニット ( ) 万 ( ) 千円くらい
８. コート ( ) 万 ( ) 千円くらい
９. カットソー ( ) 万 ( ) 千円くらい
10. シャツ・ブラウス ( ) 万 ( ) 千円くらい
11. バッグ・カバン ( ) 万 ( ) 千円くらい
12. 靴 ( ) 万 ( ) 千円くらい
13. アクセサリー ( ) 万 ( ) 千円くらい
＊イヤリング､ ネックレス､ ブレスレッド など
８. 今のあなた自身の装いで､ 特に意識しているファッションイメージを､ 以下の項目の中から選ん
で番号に○印をつけて下さい (複数回答可)｡
１. 落ち着いて ２. ファッショナブルに ３. かっこよく
４. シンプルに ５. 女らしく ６. 健康的に
７. 清楚に ８. シックに (粋な､ しゃれた) ９. さりげなく
10. 活動的に 11. ボーイッシュに 12. 知的に
13. ロマンチック 14. 都会的に 15. 上品に
16. エレガンスに 17. 大人っぽく 18. アバンギャルドに (前衛的な)
19. かわいく 20. ナチュラルに 21. 個性的に
22. スポーティーに 23. 派手に 24. 質素に






１. 全くそうである ２. どちらかといえばそうである
３. あまりそうは思わない ４. そうは思わない
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１. 何かあるときには先頭に立ってリーダーシップを発揮する方だ １ ２ ３ ４
２. 流行がとても気になるほうだ １ ２ ３ ４
３. 服は既製品で十分だと思う １ ２ ３ ４
４. 流行に遅れているといわれるとくやしい １ ２ ３ ４
５. ファッション雑誌にはたえず気を配っている １ ２ ３ ４
６. 服や靴などの好みははっきりしているほうだ １ ２ ３ ４
７. 流行にしたがっていると何となく安心である １ ２ ３ ４
８. 物質的豊かさより精神的豊かさを求めるほうだ １ ２ ３ ４
９. 新製品は友人や知人より先に試してみたい １ ２ ３ ４
10. 服にゴミや糸くずがついていないか気をつけている １ ２ ３ ４
11. 評判のよい品物でもよく見て確かめてから買うほうだ １ ２ ３ ４
12. 人がまだ持っていないものを欲しがるほうだ １ ２ ３ ４
13. ファッション雑誌の内容はよくチェックする １ ２ ３ ４
14. 古くなったものでも使えるものは使うほうだ １ ２ ３ ４
15. まわりの人とあまり変わった服装をしないほうだ １ ２ ３ ４
16. 値段が多少高くてもよいものを買うほうだ １ ２ ３ ４
17. どちらかといえば無駄遣いが多いほうだ １ ２ ３ ４
18. 新しいファッションや流行はわりと早くとりいれるほうだ １ ２ ３ ４
19. どちらかといえばまわりの人とは違った服装をするほうだ １ ２ ３ ４
20. 古くなったものはなるべく早く新しいものに買い替えたいほうだ １ ２ ３ ４
21. ファッション雑誌に載っているブランド・ショップは気になる １ ２ ３ ４
22. 値段が高くてもステータス性のあるものを買うほうだ １ ２ ３ ４
23. 必要なものだけ買えば十分だと思う １ ２ ３ ４
24. 計画的な買い物を心がけている １ ２ ３ ４
25. 衝動的に買い物をすることが多い １ ２ ３ ４
26. 何かをするときには､ 準備をして慎重にやるほうだ １ ２ ３ ４
27. 色のセンスがよいほうだ １ ２ ３ ４
28. 服装に自信があるほうだ １ ２ ３ ４
29. ファッション専門店をよく見るほうだ １ ２ ３ ４
30. ファッション雑誌をよく見るほうだ １ ２ ３ ４
31. 誰に対しても自分の意見をはっきり主張する １ ２ ３ ４
32. 服の組み合わせはあまり気にしない １ ２ ３ ４
33. 流行に合わせるのは楽しい １ ２ ３ ４
34. 話しをするよりもだまって考え込むほうだ １ ２ ３ ４
35. おしゃれなほうだと思う １ ２ ３ ４





１. ファッション雑誌 ２. 友達 ３. 親
４. ディスプレイ ５. ショップの販売員 ６. ファッションショー
７. タレント ８. 自分で決める ９. その他 ( )
11. よく見る雑誌は何ですか｡ 下表の雑誌名の中から選んで○印をつけて下さい (複数回答可)｡
表に無いときは ( ) に雑誌名を記入して下さい｡ 雑誌を見ない場合は無回答｡
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１ ( ) ２ ( ) ３ ( )
４ ( ) ５ ( )
	
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12. あなたが最近１年間に購入した ｢ブランド｣ ・ ｢ショップ｣ を下のリストの中から選んで○をつ
けて下さい (複数回答可)｡
表に無いときはその他の ( ) にブランド・ショップ名を記入して下さい｡
13. あなたの ｢あこがれのブランド｣ を５つ番号で､ あるいはブランド名で記入して下さい｡
１ ( ) ２ ( ) ３ ( )






















































































































































































１ ( ) ２ ( ) ３ ( )
４ ( ) ５ ( )
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【関 心 度】 【実 践 度】
1
2
3
4
5
ファッション
洋服の製作
ダイエット
インテリア
料理
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
6
7
8
9
10
お茶・お花
美容
フレグランス
スポーツ (観戦)
スポーツ (する)
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
11
12
13
14
15
ゴルフ
健康管理
教養講座
英会話
車・ドライブ
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
16
17
18
19
20
アウトドアレジャー
海外旅行
国内旅行
映画鑑賞
音楽鑑賞・カラオケ
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
21
22
23
24
25
恋愛
アルバイト
通信販売
インターネット (パソコン)
携帯電話
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
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